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アメリカの SBA(Small Business Administration)には「製造業や鉱業：500人以下また
は非製造業：平均年間収入：700万ドル以下」という二つの大きな基準を設立している。“To 
qualify as a small business concern for most SBA programs, small business size 
standards define the maximum size that a firm, including all of its affiliates, may be. 
The SBA has established two widely used size standards – 500 employees for most 
manufacturing and mining industries and $7.0 million in average annual receipts for 
most nonmanufacturing industries. However, many exceptions exist. For the applicable 
size standard, see the SBA’s Small Business Size Regulations, 13 CFR §121 or the Table 
of Small Business Size Standards matched to NAICS industries for which SBA has 
established standards. (SBA periodically changes a size standard for an industry. The 
process for changing a size standard is discussed later in this Guide.)”  
日本の中小企業基本法では、第二条で「中小企業者の範囲」を次のように定義している。















1.ゴム製品製造業は、資本金 3億円以下または従業員 900人以下 
2.旅館業は、資本金 5000万円以下または従業員 200人以下 
3.ソフトウエア業・情報処理サービス業は、資本金 3億円以下または従業員 300人以下」  
2002年 6月 29日に中国全国人民代表大会が「中華人民共和国中小企業促進法」を採択
して、翌年の１月１日に正式に実施した。「中華人民共和国中小企業促進法」によって、中






2.建築業は、従業員 3000人以下または売上高 3億元以下または資本金 4億元以下 
3.小売業は、従業員 500人以下または売上高 1億 5千元以下 
4.卸売業は、従業員 200人以下または売上高 3億元以下 
5.交通運輸業は、従業員 3000人以下または売上高 3億元以下 
6.郵便業は、従業員 1000人以下または売上高 3億元以下 
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ため、法律法規及び政策体系はやはり不完全と考えられる。加えて、中国の中小企業は経
済の地域格差を有効に調節できていないと言える。東西地方における貧富の差は一層拡大
してきている。又、ハイテク企業に対するいろんな支援機構や支援基金は積極的に成立し
ているが、伝統工芸や一般的な製造企業に対する資金及び技術支援や政策は非常にすくな
い。 
中小企業の経営者は農民出身の人が多いので、管理能力や人材、技術力などの基盤が元々
弱い。リーマンショック以来、国際金融環境も悪化している。そして、少子高齢化、環境
問題、後継者問題など一連の問題に直面しており、中国中小企業に対する支援は急務であ
ると考えられる。 
本論文では中国の中小企業が直面している資金難、人材人員不足、技術力の低さという 3
つの問題を解決するための可能な支援政策を探求する。本論文の構成は以下のとおりであ
る。まず第 1章で中国における中小企業の背景を明らかにしていく。第 2章に、上海にお
ける中小企業の現状を分析し、その問題点を明らかにしていく。第 3章では日本の中小企
業の発展を分析するとともに中国中小企業に関連な政策を検証する。第 4章では仮説を設
定し、第 5章で仮説の検証、実証を試みる。第 6章では、受理した仮説に基づき、中国中
小企業の更なる発展の為の政策を提案する。 
本研究を通して、三つの問題を強く認識した。 
1）中国の近代的産業の設立に、中小企業が重要である。 
2）中小企業の発展には、近代的な国家戦略が必要である。 
3）産業構造の近代化には、ガバナンスが大事である 
上海市は中国で市場経済が一番発達している地域である。中国の貿易・金融・工業の中
心であり、外国が中国を理解する重要な窓口である。上海市中小企業が直面している問題
に対して、上海市政府は中小企業に関連する法律、支援・管理システムを改善、強化する
ことは当面の急務である。それに基づいて、外国の成功経験を参考にして、上海市中小企
業に適応した支援政策を制定する。紡績産業や部品製造業などは上海市の基幹産業であっ
たが、世界経済環境の激変のもと、多くの中小企業が破産問題に直面している。ハイテク
産業や新興産業の発展を促進するとともに、一般製造産業の技術向上を重視する必要もあ
る。基礎産業の技術力がアップするにしたがって、全産業のアップグレードの実現が可能
だと考える。 
歴史的な原因で、中国中小企業の経営基盤は非常に弱い。公的部門及び関連産業からの
支援が非常に重要であると考える。本論文は日本の教訓から、仮説を立て、実証研究をす
ることにより、中国に適用可能な政策を探求した。 
 
